
SOMを用いた感性情報の分析に関する研究

人が抱く感性は線形モデルでは表現しきれない可能性があるため，線形性を想定しない感性診断モデルを提案する．
提案した感性診断モデルで感性値の予測が行えることが確認できた．

さらに，入力信号に連続値を含んでいても感性値の予測が行えることが確認できた．
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１．はじめに ４．実行例（予測）

２．提案手法

３．実行例（学習）

５．数量化理論Ⅰ類との比較

６．入力ベクトルに連続値を含む場合での感性診断
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入力信号に連続値を含んでいても提案手法で
感性評価値の予測を行うこと可能
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数量化理論Ⅰ類

数量化理論Ⅰ類と同等，もしくは高い予測精度で
感性評価値の予測を行うことができた

「未来的な」

提案手法で感性評価値の予測を行うことが可能

使用データ

使用データ

カテゴリに対応したベクトルと感性評価値を入力し学習を行う
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カテゴリに対応したベクトルを入力し，
そのサンプルに対する予測感性評価値が得られる
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多変量解析 数量化理論Ⅰ類：線形モデルを仮定

ニューラルネットワーク手法の1つであるSOMに着目

線形性を想定しない感性診断モデルを提案する

感性を線形モデルで
表現しきれない可能性がある

カテゴリに対応したベクトル

感性評価値
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車の形状，色は固定し
ヘッドライトにのみ着目


